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変わりませんでした。当選ラインが600票なので、後援会名簿は少なくとち1000
人分は必要と言われていたのに、その半分ち集まっておらず予想もできない状態でした。
それでも、選挙期間に入り選挙力ーで回っている中、カーテンの陰から手を振ってくだ
さったり、家から出て来て握手をしてくださったりベランダから手を振ってくださった
り、応援をして頂き大蛮Is¥強く感じました。
綴織機僻事懇FZ
1.障害のある人ち、お年寄ち誰でもが安Is¥レて豊な老後がおくれる町づくりをします。
2.託児施設・病気の子どちを預かる施設などを増やします。
3.ゴミの再資源化を促進します。
4.女性の自主的な活動やライフワークづくりを支援します。
6.どのような政党にもとらわれず、この町に生活するものとしての立場で考え、発言
し、町民の代弁者として活動をすすめていきます。 ;:お
欄純輸が砦議機縁概
それは一重に、私を陰になり日向になり支えて応援してくださった方々の賜物です。
表にでる事はなかったけれど地道にズーっと私のことを宣伝してくださったからでし
ょう!口コミとはすごいもので、島原の知り合いに私のことを母が話したら、長崎市内
で頼まれたと仰られたそうです。一人一人の私への応援の携が、今回の私の当選をちた
らしたと考えております。
総務総鑑識酬槻鮒臨機鱗
ます、どうして自分は議員になりたいのか?を明確にする事です。そして、それを本
当に理解してくださる方を数名、男つけます。そしたら、迷わす諦めずに突き進む事で
す。本人の気持ちがしっかりしていないと、周りがとまどうからです。
それだけ揃うと後は大丈夫です。私の揚合、時津町内には親類縁者一人ちおりません。 {~
支撮団体ち伺もなく、お金ち充分には持ちませんでした。看板ち選挙力ーもチラシち全
部手作りしました。ポスターだけは自分でできすに、プロに頼みましだが、デザインは
自分でしたし、写真は後援会長夫妻が写してくれたものを使いました。が、ちしちっと
徹底するならば、もっとお金をかけすにできたと思います。伺ちなくても、あなたを1白
から応濯レてくれる人が、そばに数人居るならば必す当選できると思います。本人の努
力と熱意、それと周りの熱意が合わさった時にとてちすごいパワーになるのです。
実生活者である女性が議会で意見を述べる事はとても重要な事だと思います。どうし
たら住み良い町づくりができるか、どうしだら安全・安I白な社会を子供達に引き継いで
いく事ができるかを、みんなで考え提案していきたいと思います。まだまだ女性議員の
数が足りません。 1歩踏み出さなければ前には進みません。踏み出せば必ず遣は開けま
す。どうか勇気ある第1歩を踏み出してください。待っています。
市白白
女性首相の面白躍如!
ニュージランドの平和政策は不愛 クラーク首相への支持ち急上昇
2003年3月20目、米軍によるイラク空爆で始まつだ戦争は、世界中にさまざまな影
響を与えてきました。不安が広がる世界情勢のなか、この戦争に苅して、ニュージランド
政府と国民はきっぱりと反戦の姿勢を買きました。
こ醇知のように、 NZはへレン・クラークという女性首相です。彼女は、「国連安保理の
京認がない戦争には反対する」との態度を貫き、 3月下旬の世論調査では、支持率が60%
から74%へ大きく伸びました。彼女は「国民は私の政策を理解レてくれている。満足だ」
と、地元紙のインタピ、ユーに答えています。イラク戦争開戦前、アメリカは「合衆国の開
戦を支持する国のリスト」を発表しました。そのリストでは、旧ソ連の東欧諸国が突出し、
もともと「西側、或いは同盟国側」といわれだ国々の支持はそれほど多くはなかったので
す。まさに成熟した国家を感じさせます。
「 男は決断、女は優柔不断、」、「男は好戦的、女は平和志向」などと、旧来のジェンダ
ーにとらわれた見方で、国の緊急時の意思決定には向かないと非難されている女性が大国
に楯突いてでも「平和を決断」し、国民に支持されているのはどうしてでしょうか。そこ
には人間としての叡智は性別ではないことを教えてくれるちのがあります。
私たちは、知恵と勇気と決断力を備え、やさしさとユーモアを持つ女性を今までの人生
でたくさん見てきました。歴史的、社会的に作られてきたジエンダーにとらわれることな
く、私たちが生きやすい社会を求めてその政策を実現していこうとする女性をたくさん政
治の揚に送り出していきましょう。<fiPクラー
女性の声を田政iこC
4月に行われた地方選挙で長崎市に隣接する時津町で
1 6年ぶりに女性町議が誕生し、掲げた公約の実現化を
めざして初議会にも挑み一般質問をいたしました。
その人が前頁にある“中原裕子"さんです。一般質問で
女性だけにしわ寄せされた子どもの問題として公約2を
具体的に取り上げて質問し、対側に並ぶ行政側も熱心に
メモを取っていました。働く、或いは働こうとする若い
母親たちの代弁者として、もっともっと女性を議会に!と痛感しました。

